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○延長 約３８．４ｋｍ ○駅数 ８駅

○沿 革

・1941年3月 茂市～浅内 「小本線」として工事着手

・1942年7月 茂市～岩手和井内開業

※主に耐火粘土の搬出等貨物輸送の役割を担う。

・1972年2月 浅内～岩泉開業 （全線開通）

・1982年2月 貨物線廃止

2010年7月31日

脱線事故現場

押角トンネル
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中里
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浅内

宮古市

岩泉町

1942年（昭和17年）7月
茂市～岩手和井内間開業

1944年（昭和19年）7月
岩手和井内～押角間開業

宇津野
うつの

1947年（昭和22年）11月
押角～宇津野間開業

1957年（昭和32年）5月
宇津野～浅内間開業
宇津野駅廃止

1972年（昭和47年）2月
浅内～岩泉間開業

二升石
にしょういし
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○発生日時 ２０１０年（平成２２年）７月３１日（土） ７時３３分頃
○事故概要 茂市発・岩泉行６８３D列車（１両）が線路上に堆積した土砂に乗り上げて脱線
（お客さま７名と乗務員（運転士・車掌）２名のうち、お客さま３名と乗務員２名が負傷）

茂
市
方

岩
泉
方

岩泉線脱線事故

○今回の土砂崩壊は、

先行降雨の少ないなかで発生した稀な

事象であり、安全の確保を最優先する

観点から、詳細な原因調査を実施した。

○委員会では発生原因とメカニズムを解

明し、岩泉線全線における安全性の

評価及び災害防止対策の検討を行った。

岩泉線土砂崩壊災害
原因調査検討委員会
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岩泉線土砂崩壊災害原因調査検討委員会①

第１回委員会 ： ２０１０年 ８月３０日

第２回委員会 ： ２０１０年１１月１９日

第３回委員会 ： ２０１１年 ７月 １日

第４回委員会 ： ２０１１年１２月 ９日 ※計4回委員会を開催し、調査検討を行った

委員長： 岡 田 勝 也 国士舘大学 教授

副委員長： 木 谷 日出男 東京工業大学 非常勤講師（前（公財）鉄道総合技術研究所 企画室長）

委員： 古 関 潤 一 東京大学 生産技術研究所 教授

古 住 光 正 岩手大学 名誉教授

佐々木 靖 人 （独）土木研究所 材料・地盤研究グループ（地質） 上席研究員

杉 山 友 康 （公財）鉄道総合技術研究所 防災技術研究部長

鈴 木 隆 介 中央大学 名誉教授（ＪＲ東日本 防災研究所 技術アドバイザー）

石 司 次 男 ＪＲ東日本 代表取締役副社長 鉄道事業本部長

柳 下 尚 道 ＪＲ東日本 常務取締役 鉄道事業本部副本部長

宮 下 直 人 ＪＲ東日本 常務取締役 鉄道事業本部副本部長

石 橋 忠 良 ＪＲ東日本 執行役員 構造技術センター所長

委員会の構成（敬称略）

（※ 2011年12月現在）



岩泉線土砂崩壊災害原因調査検討委員会②
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地質境界

風化区分境界

弾性波速度境界

地下水位線

地下水位線

風化区分境界

○資料調査

・工事誌、災害履歴など

○地形・地質調査
・空中写真判読
・地表踏査
・ボーリング調査、室内試験
・弾性波探査

災害の原因と発生メカニズム

【委員会の結論①】
長年にわたる降雨や地震、凍結融解作用などにより表層付近の岩盤の緩みや風
化が少しずつ進行し、斜面全体が徐々に不安定な状態となり崩壊した。

①昭和30～31年鉄道建設時

②降雨、凍結融解作用等による 不安定化

③斜面の崩壊
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【委員会の結論②】
今回と類似した大規模な岩盤崩壊の恐れのある箇所が２３箇所、列車の運行に影響のある
大きな落石の恐れのある箇所が８８箇所あることが判明した。

岩泉線土砂崩壊災害原因調査検討委員会③

全線の安全性評価

崩壊箇所と類似の地形的特徴を有する斜面

落石検査対象斜面

切取斜面 １３６斜面

航空レーザー計測・地表踏査の実施

岩盤崩落の不安定要素の評価

【地形的要素】 【地質的要素】

①浸食地形 ①割れ目の発達による著しいゆるみ

②小尾根地形 ②連続する開口割れ目

③遷急線・遷緩線の繰返し ③遷急線上や小尾根周辺の落石・小崩壊の発生

④地すべり・オーバーハング ④岩盤斜面の変形（段差・せん断面等）

⑤15m以上の切取のり面 ⑤風化の進行による細片および土砂化

傾斜区分図 赤色立体地図
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【凡例】

岩盤崩壊 落石

岩盤崩壊
落石

：斜面の反対が平坦○：斜面の反対が谷地形●
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2010 .7.31
脱線事故現場

浅内

落石 ７箇所

岩盤 ２箇所

落石 ７箇所

岩盤 ２箇所

落石 ４箇所落石 ４箇所

落石 ４箇所落石 ４箇所

落石１７箇所

岩盤 ５箇所

落石 １７箇所

岩盤 ５箇所

落石２５箇所

岩盤１１箇所

落石 ２５箇所

岩盤 １１箇所

落石２０箇所

岩盤 ５箇所

落石 ２０箇所

岩盤 ５箇所

落石 ８箇所落石 ８箇所

落石 ３箇所落石 ３箇所

●○

●●●●○○○

●●○○

●○○○

●●●●●●●●●●●
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○○○○○○
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●●●●●

●●●●●●●●●●●●●
○○○○○○○

●●●●○○○○

●○○

（8.9億円）

（2.1億円）

（1.2億円）

（31.7億円）

（64.1億円）

（19.7億円）

（1.2億円）

（0.9億円）

列車の安全運行に
必要な対策費用

少なくとも約130億円

箇所数 対策費用

岩盤の崩壊のおそれのある箇所 ２３箇所 １０３億円

落石のおそれのある箇所 ８８箇所 ２７億円

計 １１１箇所 １３０億円

【Ａ】 【Ｂ】

宮古市

岩泉町

全線にわたり対策箇所が分布している
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委員会の結論を受けての安全対策検討結果（区間別）



岩泉方
茂市方

対策：岩接着工

対策：覆い工

対策：ﾛｰﾌﾟﾈｯﾄ工

対策イメージ

対策イメージ

対策イメージ

【Ａ】押角～岩手大川間【脱線事故現場】 【Ｂ】押角～岩手大川間

5.0億円合計

0.1億円300㎡ロープネット工

0.9億円3箇所岩接着工

4.0億円100m落石覆い工

岩盤崩壊対策

対策費数量工種

5.0億円合計

0.1億円300㎡ロープネット工

0.9億円3箇所岩接着工

4.0億円100m落石覆い工

岩盤崩壊対策

対策費数量工種

4.9億円合計

0.3億円30m落石止柵

0.1億円200㎡ロープネット工
落石対策

0.4億円650㎡張コンクリート工

2.8億円1,600㎡格子枠工＋ロックボルト工

1.3億円32m落石覆い工

岩盤崩壊対策

対策費数量工種

4.9億円合計

0.3億円30m落石止柵

0.1億円200㎡ロープネット工
落石対策

0.4億円650㎡張コンクリート工

2.8億円1,600㎡格子枠工＋ロックボルト工

1.3億円32m落石覆い工

岩盤崩壊対策

対策費数量工種

岩手大川方

［新設］ 落石覆い工［新設］ 落石覆い工
［新設］ 落石止柵［新設］ 落石止柵

［既設］ 張コンクリート工［既設］ 張コンクリート工

［既設］ 張コンクリート工［既設］ 張コンクリート工

［既設］ 第二大渡トンネル［既設］ 第二大渡トンネル

［既設］ 第一大渡トンネル［既設］ 第一大渡トンネル

λ柵

第二遷急線

［新設］ 張コンクリート工［新設］ 張コンクリート工

立木利用柵

［既設］ 落石止め擁壁［既設］ 落石止め擁壁

［既設］ 大渡陸橋［既設］ 大渡陸橋

［新設］ 格子枠工＋ロックボルト工［新設］ 格子枠工＋ロックボルト工

［新設］ 落石覆い工［新設］ 落石覆い工

［新設］ ロープネット工［新設］ ロープネット工

［既設］ 落石覆い工［既設］ 落石覆い工

岩手大川方

［新設］ 落石覆い工［新設］ 落石覆い工
［新設］ 落石止柵［新設］ 落石止柵

［既設］ 張コンクリート工［既設］ 張コンクリート工

［既設］ 張コンクリート工［既設］ 張コンクリート工

［既設］ 第二大渡トンネル［既設］ 第二大渡トンネル

［既設］ 第一大渡トンネル［既設］ 第一大渡トンネル

λ柵

第二遷急線

［新設］ 張コンクリート工［新設］ 張コンクリート工

立木利用柵

［既設］ 落石止め擁壁［既設］ 落石止め擁壁

［既設］ 大渡陸橋［既設］ 大渡陸橋

［新設］ 格子枠工＋ロックボルト工［新設］ 格子枠工＋ロックボルト工

［新設］ 落石覆い工［新設］ 落石覆い工

［新設］ ロープネット工［新設］ ロープネット工

［既設］ 落石覆い工［既設］ 落石覆い工

[新設] ロープネット工

[新設]格子枠工＋ロックボルト工

[新設] 張コンクリート工

[新設]落石止柵 [新設]落石覆い工

[新設]落石覆い工

[新設] ロープネット工

ロープネット工 岩接着工

落石覆い工

[新設]落石覆い工

[新設]岩接着工

委員会の結論を受けての安全対策検討結果（対策事例）
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1位 山手線 １，０６７，３４１

2位 埼京線 ７００，１６９

3位 東海道本線 ３３３，９６３

4位 横浜線 ２１８，６５５

5位 総武本線 ２０３，４６１

63位 米坂線 ４３６

64位 北上線 ４０８

65位 山田線 ３９２

66位 只見線 ３８８

67位 岩泉線 ４６

１８５大糸線（ＪＲ西日本）

２５６木次線（ＪＲ西日本）

１８０留萌線（ＪＲ北海道）

４６岩泉線（ＪＲ東日本）

７０三江線（ＪＲ西日本）

２５８予土線（ＪＲ四国）

３２３名松線（ＪＲ東海）

３４６日高線（ＪＲ北海道）

３８８只見線（ＪＲ東日本）

３９２山田線（ＪＲ東日本）

（2009年度・在来線全67線区）

～

４３９○秋田内陸縦貫鉄道

４５２津軽鉄道

５０５東海交通事業

○

○

○

○

○

○

９８阿佐海岸鉄道

２５３紀州鉄道

２７０三陸鉄道（南リアス線）

４００錦川鉄道

４１６長良川鉄道

４７１南阿蘇鉄道

５１３三陸鉄道（北リアス線）

ＪＲ東日本路線別の状況
ＪＲ線

（人/日）

全国のご利用の少ない路線（2009年度の下位10路線）

ＪＲ線以外

「平均通過人員」 →ご利用されるお客さまの1日1kmあたりの人数

（人/日） （人/日）

「○」は

第三セクター

他路線のご利用状況（2009年度鉄道統計年報より）

・十和田観光電鉄（1,050人/日）は、2012年4月1日廃止

・長野電鉄屋代線（450人/日※）は、2012年4月1日廃止

※2008年度実績
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ご利用状況の推移①（平均通過人員） （1987年度～2009年度）
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約1/4に減少
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開業以降、1974（昭和49）年度をピークに減少傾向が継続
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区間別ご利用状況①（平均通過人員） （2009年度）
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（参考）岩泉線の主な区間別の状況

区間 1988年度 2009年度

茂市～岩手和井内 238 76

岩手和井内～岩手大川 137 29

岩手大川～岩泉 178 42

区間別ご利用状況②（平均通過人員）
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平均通過人員→ご利用されるお客さまの１日１kmあたりの人数
車両キロ→車両数×走行キロ
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これまでの取り組み

増収の取り組み

○旅行商品の設定

○イベント列車の運行

○その他

・「大人の休日倶楽部」会員ツアー（2007年、2008年）

・「三陸グルメ味な対決（宮古VS岩泉）」（2010年）

・生活情報誌「マ・シェリ」ツアー（2010年、2012年）

・「秘境駅号」（2005年～2007年）

・「龍泉洞号」（2005年～2007年）

・「鉄道の日記念号」（2007年）

・「栄光のキハ52号」（2007年）

・新幹線車内誌「トランヴェール」特集掲載（2007年）

コストダウンの取り組み

○いわてデスティネーションキャンペーン

・ポスター（吉永小百合、龍泉洞、浄土ヶ浜） 3万枚

・旅行商品設定（ホテル龍泉洞愛山、龍泉洞温泉ホテル）

・ガイドブック（「うれいら商店街」等）

○需要に応じた運行本数の変更

ダイヤ改正 茂市～岩手和井内 茂市～岩泉

１９８６年 ３月 １往復 ３往復

１９８６年 ３月 １往復 ４往復

１９８６年１１月 １往復 ３往復

１９８７年 ３月 １往復 ４往復（うち１往復は臨時）

１９８８年 ３月 １往複 ４往復

１９９２年 ３月～現在 １往復 ３往復

○使用車両の変更
・キハ５２系→キハ１１０系（2007年）

（燃費改善等）

○ その他
・地上設備の維持管理方法の見直し

（保守要員の効率化、検査方法の変更）

・駅舎建て替え（コンパクト化）の実施

（岩手和井内駅）
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営業損益 ▲２５７

収支状況①

収支（２００９年度） （単位 百万円）

※上記の表は、岩泉線の今後の輸送サービスを考えるにあたり、特に同線に直接関係する収入・費用を切り分けて算出し、作成したものである
※小数点以下を切り捨てて表記しているため、合計値が合わない場合がある

営業収益 ８

営業費 ２６５
鉄道車両

（単位 百万円）

駅設備

構造物

メンテナンス

営業収益 営業費

列車運行に

かかる経費
２０８

固定資産税 ８

その他の収入 ０

運賃収入 ８

減価償却費 ４８

営業収益 計 ８ 営業費 計 ２６５

営業損益 ▲２５７
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収支状況②

５年間の推移（2005年度～2009年度）
（単位 百万円）

※上記の表は、岩泉線の今後の輸送サービスを考えるにあたり、特に同線に直接関係する収入・費用を切り分けて算出し、作成したものである
※小数点以下を切り捨てて表記しているため、合計値が合わない場合がある

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

営業収益 13 12 11 9 8

運賃収入 13 11 10 8 8

その他の収入 0 0 0 0 0

営業費 241 279 243 206 265

列車運行にかかる経費 212 249 195 158 208

線路の保守にかかる経費 128 153 108 81 126

信号・電気の保守にかかる経費 7 17 6 7 9

車両の保守にかかる経費 17 21 23 15 16

乗務員にかかる経費 58 56 56 53 54

駅業務にかかる経費 0 0 0 0 0

その他の経費 29 30 47 48 56

固定資産税 8 7 8 8 8

減価償却費 21 22 39 39 48

営業損益 ▲228 ▲267 ▲231 ▲197 ▲257
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（2012年6月1日～6月30日）

（人）

区間別乗車人数（1日あたり）

上り ２便 ４便 ６便 ８便 下り

岩 泉 岩 泉

岩手和井内

茂 市

宮 古 = 9:34 = 21:04 宮 古 ‥ ‥ 15:02 ‥

平 日 13.9 12.0 2.3 4.6 平 日 7.2 0.4 8.4 13.7

土休日

岩手和井内

茂 市

土休日

１便 ３便

7:39 8:18

7:21

7:01

2.0

6:42

6:22

3.0

５便

19:17 16:57

16:00

15:40

8.0

20:14

20:34

0.8

‥

6:35

6:55

７便

3.2

17:07 19:537:47

8:44 18:04 18:56

9:04 18:24 18:36

11.4 4.2 2.5

2012年3月17日改正（夏ダイヤ）
平均乗車人数

※ご利用延べ人数を集計

（人）

4.4

7.8

全便平均

代行バスのご利用状況
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岩泉線についての方針

列車の安全運行を
確保するためには

多大な費用と時間が必要

ご利用のお客さまは
大変少なく、

今日まで減少が続いている

岩泉線を鉄道として復旧することは断念せざるを得ず、
当社の責任において、バスによバスによりり地域の交通地域の交通を

確保していきたい。
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